
全農長野県本部情報
／グリーン レーダー

04
2025 Vol.551

令和７年度スタートにあたって

令和６年度　施設住宅課の取組み
A-Policy 【重点事業方針】

・令和6年度　きのこ販売促進の取組みについて  	   02
・花きの商談会「信州フラワートレードフェア」を東京・大阪で開催  	   05
・広報CMが完成  �   05
・ＪＡタウン「全農長野　僕らはおいしい応援団」出店者会議を開催
　�   06
・長野駅デジタルサイネージでインバウンド向けに長野米PR  �   07
・厚生連に福祉車両を寄贈  �   07

・令和7年度 機構・分掌・要員について  �   08
・令和7年度 全農長野県本部機構図  �   09

・JA全農長野の事業現況  �   10
・今月のおすすめレシピ  �   10
・4月のラジオ番組表  �   10
・編集後記  �   10

A-Reports



令
和
７
年
度
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

全
農
長
野
県
本
部
　
県
本
部
長
　
長
谷
川  

孝
治

　

花
々
の
便
り
が
届
く
季
節
と
な
り
、

春
の
訪
れ
と
と
も
に
農
作
業
が
本
格
化

す
る
な
か
、
長
野
県
本
部
の
令
和
７
年

度
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
職
員
一
同
、
新
た
な
気
持
ち

で
総
合
経
済
事
業
を
通
じ
、
組
合
員
・

Ｊ
Ａ
の
負
託
に
応
え
、
営
農
と
生
活
向

上
へ
の
貢
献
と
、
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
事
業

発
展
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
長
野
県
本
部
の
令
和
６
年
度

決
算
は
、
供
給
販
売
高
で
計
画
比

１
０
３
％
と
な
る
２
，
７
７
４
億
円
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
局
地
的
な
豪
雨
や
降
雹
の
発

生
、
夏
季
の
高
温
は
、
様
々
な
品
目
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ま
た
12
月
・

２
月
・
３
月
の
降
雪
に
よ
り
ぶ
ど
う
棚

や
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す
る
被
害
が

発
生
し
て
お
り
今
年
度
の
作
付
け
や
生

育
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
な
ど

紛
争
の
長
期
化
に
よ
り
、
大
幅
な
円
安
、

原
油
価
格
の
高
騰
、
世
界
的
に
も
イ
ン

フ
レ
が
進
行
し
、
生
産
に
必
要
な
肥
料
・

燃
料
は
高
止
ま
り
傾
向
と
な
り
、
農
畜

産
物
の
営
農
環
境
は
厳
し
い
ま
ま
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
改
正「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
に
お
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
約
２
年
半
に
わ
た
る

働
き
か
け
に
よ
り
、
法
律
の
基
本
理
念

に
「
食
料
安
全
保
障
の
確
保
」
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
今
後
は
生
産
現
場
に

お
け
る
多
く
の
課
題
に
対
処
す
べ
く
、

適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
、「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
策
定
や
、
各

施
策
の
具
体
化
に
向
け
て
、
組
織
を
あ

げ
て
取
り
組
み
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
般
の
米
を
め
ぐ
る
状
況
に

つ
き
ま
し
て
、需
給
状
況
な
ど
を
ふ
ま
え
、

政
府
に
よ
る
備
蓄
米
の
買
戻
し
条
件
付

き
販
売
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
我
々
は
、
多
く
の
消
費
者
の
皆

様
に
、
国
産
の
お
米
を
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
き
た
く
、「
適
正
な
価
格
形
成
」

の
も
と
で
の
持
続
可
能
な
食
料
生
産
の

実
現
を
目
指
し
、
今
般
の
政
府
備
蓄
米

の
応
札
対
応
を
す
す
め
、
令
和
７
年
産

米
の
安
定
生
産
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
事
業
環
境

の
中
、
会
員
Ｊ
Ａ
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
事
業
結
集
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
「
２
０
２
５
～

２
０
２
７
Ｊ
Ａ
長
野
県
３
ヵ
年
計
画
」

「
県
本
部
中
期
事
業
計
画
（
令
和
７
～
９

年
度
）」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

こ
の
中
で
は
、
①
持
続
的
な
農
業
生
産

基
盤
づ
く
り
に
よ
る
農
業
生
産
量
の
維

持
・
拡
大
、
②
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト

低
減
に
よ
る
農
家
組
合
員
の
手
取
り
最

大
化
、
③
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
収
支
改
善

と
活
気
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
基
本

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に

つ
い
て
は
、「
適
正
な
価
格
形
成
」
の
た

め
、
メ
デ
ィ
ア
媒
体
を
使
用
し
た
P
R
、

個
別
取
引
先
と
の
交
渉
、「
国
消
国
産
」

の
組
織
的
取
り
組
み
な
ど
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
消
費
側
の
理
解
醸
成
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
物
流
や
資
材
コ
ス
ト

低
減
に
努
め
、
Ｊ
Ａ
組
合
員
の
手
取
り

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
、

３
部
連
携
を
通
じ
た
担
い
手
支
援
強
化

や
、
農
業
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
生
産
基
盤
強

化
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

長
野
県
本
部
の
令
和
７
年
度
事
業
計

画
供
給
販
売
高
は
、
２
，
７
０
０
億
円

と
い
た
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
お
よ
び
関
係

機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
職
員

一
同
計
画
実
践
を
図
り
、
会
員
Ｊ
Ａ
の

負
託
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
Ｊ

Ａ
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
7
年
４
月
１
日

長
野
県
本
部
長　

長
谷
川　

孝
治



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
営
業
課
き
の
こ
チ
ー
ム
は

「
産
地
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に

各
取
引
先
と
直
接
商
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
費
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
々
変
化
し
て
い

く
中
、
長
野
県
産
青
果
物
の
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
、
今
ま
で
興
味
の
な
か
っ
た

人
に
い
か
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
を

常
に
考
え
、
販
売
促
進
活
動
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。
令
和
6
年
度
の
活
動
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

１
．
店
頭
で
の
試
食
宣
伝
会

　

消
費
者
に
直
接
Ｐ
Ｒ
で
き
る
場
と
し
て
、

主
力
取
引
先
の
ス
ー
パ
ー
・
量
販
店
の
店
頭

で
試
食
宣
伝
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
従
来
の

食
べ
方
に
と
ら
わ
れ
な
い
試
食
メ
ニ
ュ
ー
で

の
食
べ
方
や
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
の
コ
ラ
ボ

メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し
ま
し
た
。
試
食
さ
れ
た

方
か
ら
は
「
こ
の
食
べ
方
な
ら
子
ど
も
で
も

食
べ
ら
れ
る
」「
こ
ん
な
お
い
し
い
食
べ
方

が
あ
っ
た
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
を
い
た
だ
き
、
き
の
こ
の
魅
力
の
再
発

見
に
つ
な
げ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
も
ぎ
と
り
宣
伝
会

　

栽
培
ビ
ン
に
生
え
た
き
の
こ
を
そ
の
ま
ま

売
り
場
に
陳
列
し
、
お
客
様
に
そ
の
場
で
も

ぎ
取
っ
て
い
た
だ
く
宣
伝
会
を
実
施
し
ま
し

た
（
＝
表
紙
右
上
）。
産
地
か
ら
の
販
売
応

援
も
い
た
だ
き
、
来
店
さ
れ
た
お
客
様
へ
の

鮮
度
感
の
ア

ピ
ー
ル
と
お

子
さ
ま
へ
の

「
食
育
」
の

観
点
か
ら
も
、

将
来
の
一
食

を
増
や
す
取

組
み
と
な
り

ま
し
た
。

３
．
取
引
先
を
対
象
と
し
た「
産
地
研
修
会
」

　

消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
み
で
な
く
、
実
際
に

き
の
こ
を
取
り
扱
い
い
た
だ
い
て
い
る
バ
イ

ヤ
ー
や
店
舗
担
当
者
を
対
象
に
、
産
地
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
関
係
Ｊ
Ａ
・
生
産
者

の
ご
協
力
の
下
、
培
養
か
ら
集
出
荷
ま
で
の

施
設
見
学
に
よ
り
、
生
産
者
の
生
の
声
や
生

産
実
態
、
き
の
こ
が
ど
の
よ
う
に
で
き
る
の

か
を
実
際
に
見
て
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
研
修
会
の
様
子
は
会
報
誌
に
も
掲
載

さ
れ
、
消
費
者
の
皆
様
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り

ま
し
た
。

４�

．
店
頭
配
布
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
コ
ラ
ボ
レ

シ
ピ
を
掲
載

　

店
頭
で
配
布
さ
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
エ
リ
ア
バ
イ
ヤ
ー
や
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
レ
シ
ピ
を
掲
載
し
、
新
た

な
需
要
の
創
出
を
図
り
ま
し
た
。
他
の
き
の

こ
メ
ー
カ
ー
も
同
様
に
掲
載
し
、
き
の
こ
業

界
全
体
で
売
り
場
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
、
そ

れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
レ
シ
ピ
を
提
案
し

ま
し
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
8
月
31
日

の
「
野
菜
の
日
」
に
合
わ
せ
て
青
果
売
り
場

で
配
布
さ
れ
、
秋
口
に
向
け
て
の
き
の
こ
の

需
要
の
高
ま
り
と
連
動
し
た
企
画
と
な
り
ま

し
た
。

５
．
総
合
品
目
で
の
ト
ラ
ッ
ク
セ
ー
ル

　

主
力
取
引
先
で
あ
る
量
販
店
に
対
し
、
野

菜
・
果
実
・
き
の
こ
を
産
地
直
送
で
店
舗
へ

お
届
け
す
る
ト
ラ
ッ
ク
セ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
毎
年
恒
例
の
ト
ラ
ッ
ク
セ
ー
ル
を
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
お
客
様
も
多
く
、
事
前

に
チ
ラ
シ
で
の
告
知
も
入
れ
て
い
た
だ
き
、

大
勢
の
方
に

来
店
い
た
だ

き
ま
し
た
。

総
合
品
目
で

の
売
り
場
は

と
て
も
迫
力

が
あ
り
大
盛

況
の
ト
ラ
ッ

ク
セ
ー
ル
と

な
り
ま
し
た
。

　

営
業
課
で
は
、
今
後
も
長
野
県
産
青
果
物

を
一
人
で
も
多
く
の
消
費
者
に
手
に
取
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
が
持
つ
魅
力
や
価
値
を
商

談
会
や
販
促
活
動
を
と
お
し
て
発
信
し
て
参

り
ま
す
。

令
和
6
年
度
　
き
の
こ
販
売
促
進
の
取
組
み
に
つ
い
て

栽培ビンに生えたきのこを売り場に陳列

コープこうべの会報誌

トラックセールで賑わう売り場
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営
業
課



■
建
築

　

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
本
所
及
び
豊
科
支

所
等
事
務
所
の
新
築
に
お
け
る
設

計
・
工
事
監
理
か
ら
Ｊ
Ａ
遊
休
施

設
の
活
用
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
改
修
等
Ｊ
Ａ
の
施
設
建
設
・
改

修
・
整
備
に
つ
い
て
、
相
談
か
ら

設
計
・
業
者
選
定
・
発
注
事
務
・

工
事
監
理
に
一
貫
し
て
取
り
組
み

ま
し
た
（
＝
表
紙
右
下
）。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
エ
ー
ル
長
野
あ
づ
み

管
理
棟
移
転
新
築
に
つ
い
て
も
設

計
・
監
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
新
規
物
件
は
も
ち
ろ
ん
、

既
存
施
設
の
改
修
等
有
効
活
用
に

つ
な
が
る
提
案
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

令
和
６
年
度　

施
設
住
宅
課
の
取
組
み

施設住宅課

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
施
設
住
宅
課
は
、
施
主
代
行
を
基
本
と
し
て
一
級
建
築
士
事
務
所
に
よ
る
専

門
性
を
発
揮
し
、
事
務
所
な
ど
の
一
般
建
築
か
ら
農
業
施
設
ま
で
幅
広
い
施
設
の
設
計
・
監
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
農
業
施
設
の
高
度
化
・
再
編
へ
の
対
応

並
び
に
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
住
環
境
改
善
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ＪＡあづみ本所並びに豊科支所建設工事

ＪＡ長野八ヶ岳　川上支所販売事務所建設工事

ＪＡアグリエール長野　管理棟移転新築工事

ＪＡながの　ながの営農センター建設工事
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■
農
業
施
設

　

系
統
組
織
と
し
て
長
年
培
っ
て
き
た
農
業

施
設
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
施
設
の
高
度

化
・
効
率
化
、環
境
に
配
慮
し
た
提
案
を
行
っ

て
い
ま
す
。
国
の
補
助
事
業
に
よ
る
選
果
貯

蔵
施
設
や
米
麦
施
設
等
の
農
業
施
設
建
設
で

は
計
画
か
ら
建
設
、
プ
ラ
ン
ト
設
備
工
事
ま

で
一
貫
し
て
行
い
、
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
り
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
既
存
施
設
で
は

集
出
荷
場
・
冷
蔵
庫
の
選
果
貯
蔵
施
設
か
ら

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
米
麦
施
設
ま
で
様
々
な
施
設
の

改
修
や
機
器
更
新
に
よ
り
、施
設
の
高
度
化
・

効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
住
宅
事
業

　

Ｊ
Ａ
と
の
一
体
事
業
と
し
て
、
組
合
員
の

土
地
活
用
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
化
に
配
慮
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
や
建
物
保
全

に
係
る
白
蟻
防
除
等
の
住
宅
事
業
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

■
ま
と
め

　

施
設
住
宅
課
で
は
「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
削
減
へ
の
取
組
み
を
進
め
、
Ｊ
Ａ
・

地
域
組
合
員
の
皆
様
の
ご
要
望
に
沿
っ
た
施

設
づ
く
り
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

ＪＡ信州うえだ　泉田ＲＣ色彩選別機設置工事 ＪＡながの　須坂共選所第１施設改修工事

ＪＡ佐久浅間　㈱アメック佐久平浅間小北分譲地（Ⅲ期）造成工事

ＪＡ上伊那　アスパラガス集出荷貯蔵施設整備事業

ＪＡ大北　ＪＡホールまつかわ改修工事 ＪＡ信州うえだ　旧古里店改修工事
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
果
実
花
き
課
は
、
2
月
12
日
㈬
に
東
京
都
中
央

卸
売
市
場
大
田
市
場
花
き
棟
で
、
19
日
㈬
に
大
阪
市
の
㈱
な
に
わ

花
い
ち
ば
で
、
花
き
の
商
談
会
「
信
州
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ー
ド
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
Ｊ
Ａ
と
卸
売
会
社
・
実
需
者
が
今

年
の
出
荷
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
取
引
に
つ
い
て
打
合
せ
を
行
う
こ

の
商
談
会
は
、
今
回
で
通
算
19
回
目
の
開
催
で
す
。

　

商
談
会
で
は
、
定
期
的
な
予
約
相
対
や
出
荷
集
中
時
・
需
要
期

の
注
文
対
応
、
産
地
フ
ェ
ア
な
ど
の
取
組
み
の
提
案
の
ほ
か
、
コ

ロ
ナ
禍
後
に
変
化
し
て
い
る
需
要
や
売
り
場
の
様
子
、
県
内
産
地

で
の
生
産
状
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
産
地
か
ら

は
、
取
扱
品
目
の
提
案
と
合
わ
せ
て
生
産
現
場
の
コ
ス
ト
上
昇
の

現
状
を
卸
売
会
社
お
よ
び
実
需
者
へ
伝
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
受

け
て
、
実
需
者
か
ら
は
、
売
り
場
づ
く
り
や
コ
ス
ト
の
適
切
な
価

格
転
嫁
に
向
け
た
取
組
み
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
商
談
会
を
と
お
し
て
、
全
農
長
野
は
生
産
（
Ｊ
Ａ
）
と

消
費
（
卸
売
会
社
・
実
需
者
）
を
結
び
付
け
て
販
売
し
て
い
く
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
再
生
産
が
可
能
な
適
正
価
格
で
の
安
定

的
な
花
き
販
売
を
目
指
す
取
組
み
を
継
続
す
る
重
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。
商
談
会
の
内
容
は
今
後
精
査
を
し
て
、
令
和
７
年
度
の
出

荷
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
が
令
和
6
年
度
、
1
年
間
か

け
て
制
作
し
て
き
た
広
報
Ｃ
Ｍ
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

Ｃ
Ｍ
は
春
篇
・
夏
篇
・
秋
篇
・
冬
篇
の
4
本

で
、
春
は
野
菜
種
苗
セ
ン
タ
ー
、
夏
は
高
原
野

菜
、
秋
は
果
実
、
冬
は
八
ヶ
岳
牧
場
で
撮
影
し

ま
し
た
。
季
節
に
応
じ
て
全
農
長
野
の
業
務
・

役
割
を
お
見
せ
し
、
農
業
を
支
え
、
新
鮮
で
高

品
質
な
農
産
物
を
消
費
地
へ
届
け
て
い
る
こ
と

を
伝
え
ま
す
。

　

3
月
よ
り
長
野
県
内
の
テ
レ
ビ
局
4
局
で
放

送
を
開
始
し
、
全
農
長
野
公
式
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

東京会場

大阪会場

花
き
の
商
談
会「
信
州
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
」

を
東
京・大
阪
で
開
催

広
報
C
M
が
完
成

春篇CM▶
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
活
課
は
２
月
20
日
㈭
、
Ｊ
Ａ
全
農
の
通
販
サ

イ
ト
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」
の
長
野
県
シ
ョ
ッ
プ
「
全
農
長
野　

僕
ら

は
お
い
し
い
応
援
団
」
の
出
店
者
会
議
を
開
き
、
26
名
が
出
席
し

ま
し
た
。
会
議
で
は
、
令
和
６
年
度
の
販
売
実
績
や
消
費
者
動
向
、

令
和
７
年
度
の
活
動
方
針
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
に
は
全
国
か
ら
１
２
９
シ
ョ
ッ
プ
が
出
店
し
て
お

り
、「
全
農
長
野　

僕
ら
は
お
い
し
い
応
援
団
」
シ
ョ
ッ
プ
は
6

店
舗
増
の
77
件
（
令
和
７
年
１
月
末
時
点
）
に
な
り
ま
し
た
。
令

和
６
年
４
月
か
ら
令
和
７
年
１
月
の
取
扱
金
額
は
2
億
7
，

5
1
2
万
円（
昨
年
比
1
1
6
%
）、販
売
数
は
5
万
1
1
7
個（
昨

年
比
1
1
3
%
）。
例
年
人
気
が
あ
る
サ
ン
ふ
じ
、シ
ナ
ノ
ス
イ
ー

ト
、
モ
モ
、
ス
イ
カ
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
の
果
物
の
ほ
か
、

今
年
の
特
徴
と
し
て
全
国
的
な
米
不
足
に
よ
り
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
へ
の

流
入
が
多
く
、
米
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
11
月
に
前
年
比
5
2
8
%
、
1

月
は
7
8
2
%
と
大
幅
に
伸
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
国
消
国
産
（
お

客
様
の
送
料
負
担
な
し
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
各
種

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
商
品
数
の
増
加
、
メ
デ
ィ
ア
等
へ
の
露
出
、
定

期
的
な
メ
ル
マ
ガ
配
信
等
が
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
た
要
因
と
分
析

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ビ
ュ
ー
（
購
入
者
コ
メ
ン
ト
）
が
消
費
者
の
購
買
意

思
決
定
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら

「
責
任
票
」「
食
べ
方
の
説
明
」「
保
存
方
法
」
を
入
れ
る
な
ど
、

低
評
価
に
対
し
て
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
対
応
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
度
は
、
く
ら
し
支
援
部
く
ら
し
支
援
課
に
改
名
し
、

よ
り
組
合
員
・
利
用
者
の
く
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
商
品
提
案
・
企

画
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
営
業
体
制
を
構
築
し
、
新
規
出
店

者
・
出
品
数
の
拡
大
を
促
進
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン「
全
農
長
野　

僕
ら
は
お
い
し
い
応
援
団
」

出
店
者
会
議
を
開
催

夏篇CM▶秋篇CM▶冬篇CM▶

「全農長野　僕らはおいしい応援団」はこちらから
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
米
穀
課
は
、
長
野
駅
新
幹
線
改
札

前
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け

広
告
を
掲
出
し
て
い
ま
す
。

　

掲
出
し
て
い
る
広
告
は
、
米
穀
課
で
現
在
テ
レ
ビ

放
送
し
て
い
る
Ｃ
Ｍ
を
英
訳
・
再
編
集
し
た
も
の
で
、

外
国
人
の
方
々
に
生
産
者
が
真
摯
に
米
作
り
に
向
き

合
っ
て
い
る
様
子
や
、
長
野
米
の
魅
力
を
届
け
て
い

ま
す
。

　

2
0
2
5
年
5
月
か
ら
は
、
長
野
米
と
日
本
酒
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
広
告
を
同
じ
く
英
訳
し
て
放
映
す

る
予
定
で
す
。
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
長
野
米
か

ら
美
味
し
い
日
本
酒
が
出
来
上
が
る
ま
で
を
表
現
し

て
お
り
、
長
野
県
に
来
た
外
国
人
観
光
客
に
ぜ
ひ
長

野
の
お
米
、
日
本
酒
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
想
い
で
制
作
し
て
お
り
ま
す
。
長
野
駅
を
訪
れ

た
際
に
は
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
野
駅
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
長
野
米
P
R

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連

に
福
祉
車
両
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
長
野
市
の
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
3
月
5

日
㈬
に
贈
呈
式
を
開
き
、
全
農
長
野
の
長
谷
川
孝
治
県
本
部
長
が
長
野
厚

生
連
の
洞
和
彦
理
事
長
に
目
録
と
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た

（
＝
表
紙
左
上
）。

　

長
谷
川
本
部
長
は
「
地
域
医
療
を
支
え
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。

活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
洞
理
事
長

は
「
コ
ロ
ナ
禍
中
の
衛
生
物
品
、
今
回
の
福
祉
車
両
と
、
毎
年
心
遣
い
を

い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
6
台
を
一
新
し
て
業
務
に
励
み
た
い
」

と
感
謝
し
ま
し
た
。

　

福
祉
車
両
の
寄
贈
は
、

2
0
1
9
年
以
来
12
回
目
で

今
回
の
6
台
を
合
わ
せ
て
87

台
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
4
年
間
は
衛
生
物
品
を
寄

贈
し
て
い
ま
し
た
。
6
台
は
、

佐
久
総
合
病
院
、
浅
間
南
麓

こ
も
ろ
医
療
セ
ン
タ
ー
、
長

野
松
代
総
合
病
院
、
北
信
総

合
病
院
、
鹿
教
湯
三
才
山
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
、
南
長
野
医
療
セ
ン

タ
ー
篠
ノ
井
総
合
病
院
で
活

用
さ
れ
ま
す
。

厚
生
連
に
福
祉
車
両
を

寄
贈

令和7年度 機構・分掌・要員について

洞理事長（左）に目録を手渡す長谷川県本部長

JR長野駅の大型ビジョンで放映

５月から放映予定のＣＭ
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Ⅰ
．
基
本
的
な
考
え
方

１�
．
中
期
3
か
年
計
画（
令
和
7
～
9
年
度
）
に
基
づ
き
、Ｊ
Ａ・

県
域
お
よ
び
子
会
社
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
し
、
各
部
門
の
事

業
競
争
力
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
収

支
改
善
お
よ
び
農
業
所
得
の
増
大
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

む
。

２�

．
部
門
間
連
携
に
よ
る
生
産
提
案
と
営
農
指
導
支
援
の
機
能
発

揮
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
業
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進
に
よ
る
作
業

効
率
化
、
生
産
性
の
向
上
を
す
す
め
る
。

３�

．
生
産
事
業
に
お
い
て
は
農
業
基
盤
維
持
の
た
め
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
生
産
提
案
を
は
じ
め
、
気
象
災
害
・
変
動

に
対
す
る
品
目
提
案
、
生
産
安
定
化
対
策
に
取
り
組
む
。
信
州

産
農
畜
産
物
の
販
売
力
強
化
と
、
適
正
な
価
格
形
成
、
資
材
コ

ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
み
、
農
家
組
合
員
の
手
取
り
最
大
化
を

目
指
す
。
生
活
事
業
は
、“
生
活
支
援
”や“
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
”、“
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
”
の
事
業
展
開
に
よ
る
事
業
構

築
を
目
指
す
。

４�

．
県
本
部
総
合
経
営
管
理
の
堅
持
な
ら
び
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
態
勢
の
推
進
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
経
営
基
盤
確

立
を
す
す
め
、
県
域
結
集
の
拡
大
と
成
果
を
得
る
県
本
部
の
運

営
を
行
な
う
。

Ⅱ
．
機
構
・
分
掌
の
主
な
変
更
内
容

１�

．
第
73
回
J
A
長
野
県
大
会
第
2
号
議
案
を
う
け
た
事
業
改
革

推
進
委
員
会
の
設
置
に
伴
い
、
総
合
企
画
部
改
革
推
進
・
企
画

課
に
、
新
た
に
「
事
業
改
革
推
進
委
員
会
対
応
」
を
分
掌
追
加

す
る
。

２�

．
生
産
購
買
部
に
お
け
る
事
業
の
効
率
的
運
営
の
た
め
、
生
産

資
材
課
資
材
店
舗
グ
ル
ー
プ
を
包
装
資
材
課
に
移
管
し
、
包
装

資
材
課
は
「
農
業
資
材
課
」
に
、
生
産
資
材
課
は
「
肥
料
農
薬

課
」
に
そ
れ
ぞ
れ
改
称
す
る
。
青
果
物
物
流
課
題
へ
の
対
応
の

た
め
、
農
業
資
材
課
の
分
掌
に
新
た
に
「
青
果
物
物
流
改
善
に

関
す
る
業
務
」
を
追
加
す
る
。

３�

．
畜
産
酪
農
部
は
、
食
肉
処
理
施
設
の
移
転
・
新
設
を
円
滑
に

す
す
め
る
た
め
「
専
任
部
長（
食
肉
処
理
施
設
対
応
）」
を
配

置
す
る
。
ま
た
、生
産
者
の
減
少
に
伴
う
事
業
整
理
に
よ
り「
Ｊ

Ａ
北
信
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
」
を
廃
止
す
る
。

４�

．“
生
活
支
援
”“
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
”
へ
の
取
り
組
み
を
訴

求
す
る
た
め
、
生
活
部
は
「
く
ら
し
支
援
部
」、
生
活
課
は
「
く

ら
し
支
援
課
」
に
そ
れ
ぞ
れ
改
称
す
る
。

令和7年度 機構・分掌・要員について

人
事
異
動

全
農
長
野
県
本
部（
令
和
７
年
３
月
10
日
付
）

〈
部
長
級
〉

▽
管
理
部
長	

（
生
活
部
長
）佐
藤　
剛

▽
生
産
振
興
部
長
兼
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
長

	

（
東
信
事
業
所
次
長
兼
生
産
販
売
課
長
）小
島　
敬
三

▽
生
産
販
売
部
長

	

（
生
産
振
興
部
長
兼
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
長
）小
林　
博

▽
生
産
購
買
部
長	

（
中
信
事
業
所
長
）壬
生　
親

▽
畜
産
酪
農
部
専
任
部
長 

	

（
管
理
部
副
部
長
兼
総
務
広
報
課
長
）飯
島　
貴
彦

▽
く
ら
し
支
援
部
長	

（
生
活
部
）塚
田　
文
彦

▽
南
信
事
業
所
長	

（
北
信
事
業
所
長
） 

大
森　
秀
幸

▽
中
信
事
業
所
長	

（
名
古
屋
販
売
事
務
所
長
）小
林　
靖
則

▽
北
信
事
業
所
長	

（
管
理
部
長
）安
武　
裕
高

▽
名
古
屋
販
売
事
務
所
長	

（
生
産
販
売
部
長
）小
原　
和
博

▽
生
産
振
興
部
付	

（
南
信
事
業
所
長
）井
出　
光
俊

▽
く
ら
し
支
援
部
付	

（
生
産
購
買
部
長
）宮
澤　
秀
実

〈
副
部
長
級
〉

▽
管
理
部
副
部
長
兼
総
務
広
報
課
長

	

（
生
産
購
買
部
副
部
長
兼
施
設
住
宅
課
長
）竹
村　
和
真

▽
生
産
販
売
部
副
部
長
兼
米
穀
課
長

	
（
生
産
販
売
部
副
部
長
兼
営
業
課
長
） 

池
田　
吉
隆

▽
生
産
販
売
部
果
実
花
き
課

	

（
生
産
振
興
部
副
部
長
兼
生
産
振
興
課
長
）豊
森　
俊
行

▽
生
産
販
売
部
副
部
長
兼
営
業
課
長

	
（
福
岡
販
売
事
務
所
長
）若
月　
公
一

▽
生
産
購
買
部
副
部
長
兼
農
業
資
材
課
長

	

（
中
信
事
業
所
営
農
資
材
課
長
）宮
本　
隆
彦

▽
生
産
購
買
部
副
部
長
兼
肥
料
農
薬
課
長

	

（
生
産
購
買
部
副
部
長
兼
生
産
資
材
課
長
） 

青
木　
哲
也

▽
生
産
購
買
部
副
部
長
兼
施
設
住
宅
課
長	

（
管
理
部
付
）今
井　
順
一

▽
く
ら
し
支
援
部
副
部
長
兼
S
S
協
同
経
営
課
長

	

（
南
信
事
業
所
生
活
課
長
） 
鷹
野　
毅

▽
東
信
事
業
所
次
長
兼
生
産
販
売
課
長

	

（
東
京
販
売
事
務
所
次
長
）中
澤　
昌
弘

▽
南
信
事
業
所
営
農
資
材
課

	

（
南
信
事
業
所
次
長
兼
営
農
資
材
課
長
）森
田　
陽
一

▽
中
信
事
業
所
次
長
兼
営
農
資
材
課
長

	

（
生
産
購
買
部
副
部
長
兼
農
業
機
械
課
長
）相
沢　
光
彦

▽
北
信
事
業
所
次
長
兼
生
産
販
売
課
長

	

（
北
信
事
業
所
生
産
販
売
課
長
）岡
村　
隼
人

▽
北
信
事
業
所
次
長
兼
営
農
資
材
課
長

	

（
生
産
購
買
部
包
装
資
材
課
長
）飯
澤　
俊
二

▽
北
信
事
業
所
次
長
兼
く
ら
し
支
援
課
長

	

（
中
信
事
業
所
次
長
兼
生
活
課
長
）黒
澤　
雅
俊

▽
管
理
部
付	

（
北
信
事
業
所
次
長
兼
営
農
資
材
課
長
）島
田　
忠
之

▽
管
理
部
付	

（
北
信
事
業
所
次
長
兼
生
活
課
長
）平
澤　
英
人

▽
く
ら
し
支
援
部
付	

（
生
活
部
副
部
長
兼
生
活
課
長
）丸
尾　
和
也

〈
課
長
級
〉

▽
生
産
振
興
部
生
産
振
興
課
長

	

（
生
産
販
売
部
販
売
流
通
企
画
課
長
代
理
）八
木　
立
太

▽
生
産
購
買
部
農
業
機
械
課
長

	

（
生
産
購
買
部
農
業
機
械
課
農
業
機
械
部
品
セ
ン
タ
ー
長
）傘
木　
英
伯

▽
く
ら
し
支
援
部
く
ら
し
支
援
課
長	

（
生
活
部
付
）林　
直
美

▽
南
信
事
業
所
営
農
資
材
課
長

	

（
生
産
購
買
部
生
産
資
材
課
長
代
理
）橋
爪　
徳
崇

▽
福
岡
販
売
事
務
所
長	

（
生
産
販
売
部
米
穀
課
長
）大
原　
宏
之
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令和7年度 全農長野県本部機構図

協同経営農業機械センター

総合企画部

管　理　部

生産振興部

担い手推進
センター

業務点検・
コンプライアンス部

生産販売部

くらし支援部  
  
  
  

南信事業所

県本部運営委員会

生産購買部

畜産酪農部

人事課

経理課

総務広報課

ＤＸ推進課

改革推進・企画課

SS協同経営課

くらし支援課

燃料・ホームエネルギー課

生産振興課

県本部長

副本部長

東信事業所

北信事業所

米穀課

販売流通企画課

果実花き課

営業課

中信事業所

農機協同経営グループ
農業機械部品センター

堀金農業機械整備センター
丸子農業機械整備センター

施設住宅課中南信駐在

三岳牧場
八ヶ岳牧場

LPガス監視センター

南信生産資材物流センター

中信生産資材物流センター

北信生産資材物流センター

東信生産資材物流センター

ミルクステーション
（あさま、伊那、あづみ野、北信）

南信ブロック・中信ブロック・
北信ブロック

SS協同経営店舗

野菜種苗センター

資材店舗グループ

畜産酪農課

大阪販売事務所

東京販売事務所

名古屋販売事務所

福岡販売事務所

長野販売事務所

野菜きのこ課

肥料農薬課

農業機械課

農業資材課

施設住宅課
（全農長野一級建築士事務所）

東北信検査室
中南信検査室

松本肉畜販売所
SPF豚繁殖センター
中央家畜市場

生産販売課
野辺山駐在所
営農資材課
くらし支援課

くらし支援課

生産販売課
営農資材課

くらし支援課

生産販売課
営農資材課

くらし支援課

生産販売課
営農資材課

JA中信畜産酪農営農センター
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よ
う
や
く
暖
か
い
日
が
続
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、こ
の
冬
は
大
寒
波
が
到
来

し
、県
内
で
は
北
信
地
域
に
降
雪
に
よ
る

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。雪
害
に
遭
わ
れ

た
農
家
・
組
合
員
の
皆
様
に
、心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

信
州
の
春
の
花
々
は
、昨
年
の
夏
の
暑

さ
と
今
年
の
厳
し
い
冬
の
寒
さ
に
耐
え
て

育
ち
、春
を
迎
え
て
そ
れ
ぞ
れ
美
し
い
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。花
に
は
人
の
心
を
癒

し
て
く
れ
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。花
や
緑

を
感
じ
ら
れ
る
季
節
の
中
で
新
年
度
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。新
た
な
気
持
ち
で
物
事

に
取
り
組
む
期
待
感
と
緊
張
感
で
気
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
一
方
で
は
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な

ど
の
長
期
化
に
よ
り
、原
油
価
格
の
高
騰

を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
生
産
コ
ス
ト

は
高
止
ま
り
傾
向
で
あ
り
、自
然
災
害
の

頻
発
・
激
甚
化
な
ど
農
畜
産
物
の
営
農
環

境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
に
施
行
さ
れ
た
改
正
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
の
基
本
理
念
に
盛
り

込
ま
れ
た
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け

て
、今
後
は
生
産
現
場
で
発
生
し
て
い
る

様
々
な
課
題
に
丁
寧
に
向
き
合
い
、一つ一つ

対
処
し
な
が
ら
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

全
農
長
野
県
本
部
も
今
ま
で
培
っ
て
き

た
経
験
を
も
と
に
、ブ
ラ
ン
ド
強
化
の
た

め
、テ
レ
ビ
C
M
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、積
極
的
な
情
報
発
信

に
努
め
て
参
り
ま
す
。地
域
営
農
経
済
事

業
の
発
展
の
た
め
、共
に
新
年
度
の
目
標

に
向
け
て
改
革
や
課
題
に
も
前
向
き
に
取

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

（
T
）

令和6年度2月末部門別実績表

JA全農長野の事業現況▶
（単位：百万円、％）

編 

集 

後 

記

区分部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 4 0 0

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 153 90 100 

生 産 振 興 部 計 157 93 103 

米 穀 19,752 121 125 

果 実 花 き 53,648 109 111 

野 菜 き の こ 73,205 97 105 

営 業 14,571 94 105 

生 産 販 売 部 計 161,177 103 109 

包 装 資 材 8,390 97 102 

生 産 資 材 9,904 103 105 

農 業 機 械 5,493 102 110 

施 設 住 宅 4,607 114 67 

生 産 購 買 部 計 28,394 102 96 

畜 産 酪 農 29,594 104 100 

三 岳 牧 場 255 78 98 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 242 84 93 

八 ヶ 岳 牧 場 282 100 113 

畜 産 酪 農 部 計 30,374 103 101 

燃料・ホームエネルギー 25,478 97 102 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 7,312 107 103 

生 活 7,173 102 86 

生 活 部 計 39,963 100 99 

長 野 県 本 部 計 259,940 103 105 
（内部販売高含む）

①�えのきは石づきを切り落としてほぐし、ニンニクは皮をむい
て包丁で潰してからみじん切りにする
②�長いもの皮をむいてすりおろし、牛乳、みそ、マヨネーズを
ボウルに入れて混ぜる
③�スキレットにオリーブオイル大さじ１とニンニクを入れて火に
かけ、香りが立ってきたらえのきを入れて炒める。塩コショ
ウ、鷹の爪を入れて混ぜる。
④�③に②を流しいれてチーズを乗せ、オーブントースターで
チーズに焦げ目がつくまで焼いたら出来上がり
＊お好みでネギや唐辛子を乗せてください

■作り方

4月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

4月23日㈬
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでぃ内
「暮らしの応援団」 農業機械課

グリーンレーダー
WEB版はこちら

グリーンレーダー
X（旧ツイッター）はこちら

えのきの
ペペロンチーノグラタン

Instagramレシピコンテストキャンペーン入賞レシピ

＊�ホワイトソースに小麦粉を使わず、代わりに長いもで作っています。
＊�ヘルシーなのにガツンとくる後味です。

■材料（1人前）
・えのきたけ（200g入） � 1パック
・ニンニク � ひとかけ
・鷹の爪 � 少々
・オリーブオイル � 大さじ１
・塩コショウ

○長いも � 100g
○牛乳 � 100g
○みそ � �
� 大さじ１（写真は麹みそを使用）
○マヨネーズ � 大さじ１
・チーズ � ひとつかみ（約30g）
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JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com
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